
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円筒状をなし、その下方端に吸気口が形成され、上方端に排気口が形成されたケーシン
グと、
　前記ケーシングの吸気口に接するように前記ケーシングの内部に収納装着されて周辺空
気と一緒に異物質を吸入する吸入器と、
　前記吸入器の出口側に されて、吸入される空気の異物質をフィルターリングする集
塵フィルターと、
　前記ケーシングの内部に収納装着されて、空気及び異物質を吸入するための吸入力を発
生するファンモータを備えた吸入ファンと、
　前記ファンモータを備えた吸入ファンの吐出側に入口部が係合され、前記吸入ファンか
ら吐出される吐出空気を後述するエジェクタの吸入側に還送させる少なくとも１つ以上の
還流管と、
　 前記還流管の出口側に されて、還送される吐出空気を

噴射する少なくとも１つ以上のエジェクタと、を含
んで構成され、
　前記エジェクタは、空気入口端から出口端に向かって次第に断面積が拡大する中空円錐
状のディフューザと、該ディフューザの入口端に配設されたエジェクタノズルとよりなる
ことを特徴とする空気循環式真空掃除機。
【請求項２】
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　前記エジェクタは、前記ケーシングの内部の前記吸入器と 集塵フィルターとの間に
出口端が係合されるように装着されることを特徴とする請求項１記載の空気循環式真空掃
除機。
【請求項３】
　前記エジェクタは、前記ケーシングの内部の前記集塵フィルターと吸入ファンとの間に
出口端が係合されるように装着されることを特徴とする請求項１記載の空気循環式真空掃
除機。
【請求項４】
　前記エジェクタは、前記ケーシングの内部の前記吸入器の内部に出口端が内装されるよ
うに装着されることを特徴とする請求項１記載の空気循環式真空掃除機。
【請求項５】
　前記ケーシングの内部の前記吸入器の出口側に前記ファンモータを備えた吸入ファンが
装着され、該吸入ファンの吐出側に前記集塵フィルターが連続して装着され、該集塵フィ
ルターの出口側に 流管の入口端が係合されて構成されることを特徴とする請求項４記載
の空気循環式真空掃除機。
【請求項６】
　前記還流管の入口端は前記ファンモータを備えた前記吸入ファンの吐出側に係合され、
前記エジェクタは前記吸入器と前記集塵フィルターとの間 、前記集塵フィルター
と前記吸入ファンとの間 、前記吸入器の内部に 装着されることを特徴とする請
求項１記載の空気循環式真空掃除機。
【請求項７】
　前記エジェクタは、
　吐出端が吸入空気の吸入流路と同一方向に向かうように、還流管の出口端に連続して装
着されるエジェクタノズルと、
　前記エジェクタノズルを収容し、吸入器の出口側と集塵フィルターの入口側間に空気流
路を有するように配置されるエジェクタディフューザと、
　から構成されることを特徴とする請求項１記載の空気循環式真空掃除機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、真空掃除機の流路システムに係るもので、詳しくは、吸入ファンによって発生
する吸入力の他に、吐出される空気を吸入側に再循環させて該吸入側に真空圧力を誘発さ
せることによって吸入力を増加し得る空気循環式真空掃除機に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
一般の真空掃除機は一方向吸入方式であって、このような従来の真空掃除機においては、
図８に示したように、上、下両方端にそれぞれ吸気口（未図示）及び排気口（未図示）が
備えられたほぼ中空円筒状のケーシング１と、該ケーシング１の内部の吸入口側に収納し
て装着され、周辺空気と一緒に異物質を吸入する吸入器２と、該吸入器２の出口側に連続
して装着され、吸入される空気中に包含された異物質をフィルターリングする集塵フィル
ター３と、該集塵フィルター３の出口側に連続して装着されて吸入力を発生する吸入ファ
ン４と、該吸入ファン４の吐出側に連続して装着され、前記吸入ファン４を回転させる駆
動力を発生するファンモータ５と、を包含して構成されていた。
【０００３】
そして、前記吸入器２は出口側に行くほど狭くなる切頭円錐形状に形成され、前記集塵フ
ィルター３は前記吸入器２の出口側が受容される横断面積を有する円筒形に形成され、前
記吸入ファン４は真空掃除機に一般に使用されるディフューザ（未図示）を有すた遠心フ
ァンにより形成されていた。
【０００４】
以下、このように構成された従来の真空掃除機の流路システムについて説明する。
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先ず、ファンモータ５の駆動によって吸入ファン４が回転して吸入力が発生すると、該吸
入力は集塵フィルター３を経由して吸入器２の入口側に伝達されて掃除しようとする床面
の異物質を空気と一緒に吸入する。
【０００５】
次いで、異物質と一緒に吸入された空気は前記吸入器２を通って集塵フィルター３に流入
され、その過程で異物質は前記集塵フィルター３で濾過された後、前記吸入ファン４の入
口側に吸入され、該吸入ファン４のディフューザ（未図示）を経由して前記ファンモータ
５を冷却させた後、該ファンモータ５の後方側のケーシング１の排気口（未図示）を通っ
て掃除機の外部に排出される。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
然るに、このような従来一方向吸入方式の真空掃除機においては、前記ファンモータ５の
駆動により前記吸入器２の入口側に伝達される前記吸入ファン４の吸入力のみを利用して
空気と異物質とが一緒に吸入されるように流路システムが構成されているため、前記吸入
ファン４から発生する吸入力が小さいときは掃除機の性能が低下され、それを鑑みて前記
ファンモータ５の容量を増加させると、電力消費量が増加すると共に、前記吸入ファン４
の回転速度に比例して吐出騒音も大きくなるという不都合な点があった。
【０００７】
本発明は、このような従来の課題に鑑みてなされたもので、ファンモータの容量を増大せ
ずにそのまま維持しながらも空気及び異物質を吸入するための吸入力を増加し得る空気循
環式真空掃除機を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　このような目的を達成するため、本発明に係る空気循環式真空掃除機においては、円筒
状をなし、その下方端に吸気口が形成され、上方端に排気口が形成されたケーシングと、
前記ケーシングの吸気口に接するように前記ケーシングの内部に収納装着されて周辺空気
と一緒に異物質を吸入する吸入器と、前記吸入器の出口側に されて、吸入される空気
の異物質をフィルターリングする集塵フィルターと、前記ケーシングの内部に収納装着さ
れて、空気及び異物質を吸入するための吸入力を発生するファンモータを備えた吸入ファ
ンと、前記ファンモータを備えた吸入ファンの吐出側に入口部が係合され、前記吸入ファ
ンから吐出される吐出空気を後述するエジェクタの吸入側に還送させる少なくとも１つ以
上の還流管と、 前記還流管の出口側に されて、還送され
る吐出空気を 噴射する少なくとも１つ以上のエジェ
クタと、を含んで構成され、前記エジェクタは、空気入口端から出口端に向かって次第に
断面積が拡大する中空円錐状のディフューザと、該ディフューザの入口端に配設されたエ
ジェクタノズルとよりなることを特徴とする。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態に対し、図面を用いて説明する。
本発明に係る空気循環式真空掃除機の第１実施形態においては、図１に示したように、下
方端に吸気口（未図示）が形成され、上方端に排気口（未図示）が形成された中空円筒状
のケーシング１と、該ケーシング１の吸入口に接して前記ケーシング１の内部に収納装着
され、周辺空気と一緒に異物質を吸入する吸入器２と、該吸入器２の出口側と後述する環
流管１０の出口端とに連通係合されて、環流される空気を外部から吸入される空気と同一
方向に高速噴射するエジェクタ２０と、該エジェクタ２０の出口側に一直線上に連続して
装着され、吸入される空気中に包含された異物質をフィルターリングする集塵フィルター
３と、該集塵フィルター３の出口側に一直線上に連続して装着され、空気と異物質を吸入
させるための吸入力を発生する吸入ファン４と、該吸入ファン４を駆動させるファンモー
タ５と、前記吸入ファン４から吐出される吐出空気を吸入側に環流させるために、入口端
が前記吸入ファン４の吐出側に係合され、出口端が前記吸入器２とエジェクタ２０間に係
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合して配管される環流管１０と、を包含して構成されている。
【００１０】
そして、前記吸入器２は出口側に行くほど狭くなる切頭円錐形に形成され、前記集塵フィ
ルター３は前記吸入器２の出口側を受容し得る横断面積を有した円筒状に形成されている
。
且つ、前記吸入ファン４は、真空掃除機に一般に使用される遠心ファンにより形成されて
、該吸入ファン４のファン羽根（未図示）を包んで吐出される空気に圧力エネルギーを与
えると共に該吐出される空気を前記ファンモータ５側に誘導するディフューザ（未図示）
が前記吸入ファン４の周りに具備されている。
【００１１】
又、前記環流管１０においては、入口端から出口端までが同一直径を有する平滑管に形成
するか、又は、前記環流空気の圧力を増加させるために、該環流管１０の出口端側の直径
を入口端側の直径よりも漸進的に小さく形成する。このとき、前記環流管１０の内周面は
環流空気が螺旋状に流動しながら加圧されるか、又は、流動過程で管の内部が掃除される
ように螺旋型、若しくは、それと類似した効果を奏する形状の流路溝１１を形成して使用
することもできる。
【００１２】
更に、前記エジェクタ２０においては、図２に示したように、上、下及び側方の３方向が
開放された中空逆円錐体状のエジェクタディフューザ２２が形成され、該エジェクタディ
フューザ２２の上方開放部が出口端２２ｂに穿孔形成され、下方開放部は入口端２２ａに
穿孔形成されて構成されている。
【００１３】
且つ、断面Ｌ字状に屈曲された管状のエジェクタノズル２１が形成されて、該Ｌ字状のの
屈曲上部が吐出孔２１ａとして穿孔形成され、Ｌ字状の側方は前記環流管１０の出口端に
連結されて、前記吐出口２１ａが前記エジェクタディフューザ２２の入口端２２ａの内部
に挿合されて、前記エジェクタノズル２１の外側壁面と、前記エジェクタディフューザ２
２の入口端２２ａ間、並びに、前記環流管１０と前記エジェクタノズル２１の吐出口２１
ａ間と、に中空流路 Rが形成されるように構成されている。
【００１４】
以下、このように構成される本発明に係る空気循環式真空掃除機の動作に対して説明する
。
先ず、ファンモータ５の駆動によって吸入ファン４が回転して吸入力が発生すると、該吸
入力は集塵フィルター３を経由して吸入器２の入口側に伝達されて掃除しようとする床面
の異物質を空気と一緒に吸入する。
【００１５】
次いで、異物質と一緒に吸入された空気は前記吸入器２を通って集塵フィルター３を通過
し、その過程で異物質は前記集塵フィルター３に濾過されて残留するが、空気は前記集塵
フィルター３を通過して前記吸入ファン４の入口側に吸入され、該吸入ファン４のディフ
ューザ（未図示）を経由して前記ファンモータ５側に吐出されて該ファンモータ５を冷却
させた後、一部の空気は前記ファンモータ５の後方側に具備されたケーシング１の排気口
（未図示）を通って掃除機の外部に排出されるが、その他の空気は環流管１０に吸入され
る。
【００１６】
次いで、前記環流管１０に吸入される空気は、前記吸入ファン４によって加圧された状態
で前記環流管１０を沿って誘導された後、エジェクタノズル２１に流入されて外部から吸
入される空気と同一方向に高速噴射されるため、該エジェクタノズル２１の周りには局部
的に真空状態が形成され、よって、前記吸入ファン４による純粋吸入力及び前記真空圧に
よる吸入力とが合わせられて外部空気と異物質とに対する全体吸入力が増加して、モータ
の容量に比べて掃除機の吸入性能が一層向上される。
【００１７】
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このとき、前記吸入ファン４の吐出側から該吸入ファン４の吸入側に吐出空気を還送させ
る環流管１０及び、該還送される高圧の吐出空気を高速噴射させるエジェクタ２０だけで
も掃除機の全体吸入力は大幅に増加されるため、構造を簡単にして、生産原価及び維持費
を減少することができる。
【００１８】
そして、本発明に係る空気循環式真空掃除機の第２実施形態として、図３に示したように
、吸入口及び排気口がそれぞれ形成されたケーシング１の内部に、前記実施形態１と同様
に吸入器２、集塵フィルター３及びファンモータ５を備えた吸入ファン４を収納して装着
するが、前記吸入ファン４の吐出側に環流管１００の入口端を連結して、該環流管１００
の出口端に連通されるエジェクタノズル２１を備えたエジェクタ２０を前記集塵フィルタ
ー３と前記吸入ファン４との間に装着して、前記環流管１００の長さを短縮させ、よって
、環流空気の圧力の低下を防止し得るように構成することもできる。
【００１９】
且つ、本発明に係る空気循環式の真空掃除機の第３実施形態として、図４に示したように
、前記環流管２００の出口端に連通されるエジェクタノズル２１を包含したエジェクタ２
０を前記吸入器２の内部に内装し、その他は実施形態１と同様に構成することもできる。
このように構成すると、前記吸入器２の横手方向の面積はやや増加するが、前記エジェク
タ２０が占めていた縦方向の長さを短縮し得るため、掃除機の全体長さは短くなるという
効果がある。
【００２０】
又、本発明に係る空気循環式の真空掃除機の第４実施形態として図５に示したように、吸
入器２の吐出側に吸入ファン４及びファンモータ５を連続して装着し、前記吸入ファン４
の吐出側に集塵フィルター３を配置して、前記環流管３００の長さを短縮させ、その他は
第１実施形態と同様に構成して吐出空気の流路抵抗を減少することもできる。
【００２１】
又、本発明に係る空気循環式の真空掃除機の第５実施形態として、図６に示したように、
複数個の環流管４００、４００を形成し、それら環流管４００、４００の各入口端を前記
吸入ファン４の吐出側に全て配置させる一方、前記複数個の環流管４００、４００の各出
口端を１個のエジェクタ２０に全て連通するように構成し、その他は実施形態１と同様に
構成することもできる。
【００２２】
又、本発明に係る空気循環式真空掃除機の第６実施形態として、図７に示したように、各
環流管５１０、５２０の出口端にそれぞれ連通する複数のエジェクタ２０Ａ、２０Ｂを、
前記吸入器２と集塵フィルター３との間、及び前記集塵フィルター３と吸入ファン４との
間、にそれぞれ配置し、その他は第１実施形態と同様に構成することもできる。
【００２３】
以上、本発明に係る空気循環式の真空掃除機の各実施形態においては、吸入部と電動部と
が同一ケーシング内に装着される真空掃除機について説明したが、これに限定されず、吸
入部と電動部とが別のケーシングに装着される分離型真空掃除機に適用することもできる
。
【００２４】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明に係る空気循環式真空掃除機においては、吸入ファンによる
純粋吸入力と真空圧による吸入力とを合わせて外部空気及び異物質に対する全体吸入力を
増加させてあるため、モータ容量に対比して掃除機の吸入性能を一層向上し得るという効
果がある。
【００２５】
且つ、環流管及びエジェクタだけでも掃除機の全体吸入力を大幅に増加し得るため、構造
を簡単にして、制御を容易にし、真空掃除機の生産費用及び修理費を減少し得るという効
果がある。
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る空気循環式真空掃除機の第１実施形態を示した概略構成図である。
【図２】図１のエジェクタを示した縦断面図である。
【図３】本発明に係る空気循環式真空掃除機の第２実施形態を示した概略構成図である。
【図４】本発明に係る空気循環式真空掃除機の第３実施形態を示した概略構成図である。
【図５】本発明に係る空気循環式真空掃除機の第４実施形態を示した概略構成図である。
【図６】本発明に係る空気循環式真空掃除機の第５実施形態を示した概略構成図である。
【図７】本発明に係る空気循環式真空掃除機の第６実施形態を示した概略構成図である。
【図８】従来の一方向吸入方式真空掃除機を示した概略構成図である。
【符号の説明】
１…ケーシング
２…吸入器
３…吸塵フィルター
４…吸入ファン
５…ファンモータ
１０、１００、２００、３００、４００、５１０、５２０…環流管
２０、２０Ａ、２０Ｂ…エジェクタ
２１…エジェクタノズル
２１ａ…吐出口
２２…エジェクタディフューザ
２２ａ…入口端
２２ｂ…出口端
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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